
平成8年に新築された総檜造りの大師堂

藤井寺金剛山

弘法大師お手植えの藤

境内に入ってすぐ目に入るのは
立派な藤棚。藤は弘法大師の
お手植えといわれており、寺の
名前の由来にもなっている。見
頃は4月下旬からゴールデン
ウィーク中。紫のノダ藤、八重咲
きで濃い紫のレンゲ藤に、ピン
ク、小豆色などのカラフルな藤
の花が見事に咲き競った様子
は、幻想的な美しさを醸し出す。

雲竜の天井絵

本堂をお参りする際に、見逃せ
ないのが天井に描かれている
雲竜。地元鴨島出身の林雲渓
の作で、本堂を全面改修した
昭和52年（1977）に描かれた
ものということだ。30畳ほどの
大きさがあり、睨みをきかせた
迫力のある顔をしている。まる
で本尊の薬師如来を守ってい
るかのようにも見える。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第11番 藤井寺
●徳島県吉野川市鴨島町飯尾1525    
☎0883-24-2384 
●宿坊／なし

第12番 焼山寺
●徳島県名西郡神山町下分字地中318  
☎088-677-0112
●宿坊／なし

　弘仁年間、この地に立ち寄った弘法大師は、
三方を山に囲まれた渓流の水清き仙境に心を
ひかれた。現在境内のあるところから、さらに山
中にある八畳岩の上に護摩壇を築き、金剛不
壊の道場として、17日間修行したといわれてい
る。寺はその後、真言密教の道場として栄え、山
全体に七堂伽藍が建ち並んで荘厳な美を極め
る大寺院となった。ところが天正年間（１５７３～
１５９２）に土佐の長宗我部元親の兵火に遭い、
堂宇は焼失。天保３年（１８３２）にも火災に遭
い、伽藍のすべてを焼失してしまう。だが、弘法
大師作といわれる本尊の薬師如来は２度の火
災の難を逃れ、重要文化財に指定されている。

　境内には８本の手を持つ八臂白龍弁財
天を祀ったお堂がある。８本の手には蔵の鍵
や弓、矢など様 な々物を持っていて、金運や
武術の上達、芸事の上達などの願いごとを
叶えてくれるという。このお堂の前には弁天
水が流れている。この水は第12番焼山寺付
近の谷川の水を引いたものだ。
　本堂の横の山道には、ミニ西国三十三ヶ
所とミニ四国八十八ヶ所が設けられている。
ミニ西国三十三ヶ所は10分ほど、ミニ四国
八十八ヶ所は40分ぐらいで回ることができ
る。山道を散策する気分で、こちらもぜひお
参りしてみよう。
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こんごうざん　ふじいでら

大師お手植えの藤に彩られる仙境

御詠歌／色も香も無比中道の藤井寺
真如の波のたたぬ日もなし
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／臨済宗妙心寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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藤の名所として知られるが、紅葉の季節もまた風情がある
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杖杉庵（じょうしんあん）

左手にイチョウの木、右手に大
きな杉の木がある小さな庵。弘
法大師の後を追って懺悔の旅
をしていた衛門三郎が力尽き
て最期を迎えた場所だ。彼が
遍路の間に使っていた杖を墓
標がわりに立てたところ、その
杖から葉が出て、大きな杉に
育ったという。初代の杉は享保
年間（1716～1736）に焼失
し、現在のものは二代目。

徳島県名西郡神山町下分字地中
088・676・1118（神山町産業観光課）
参拝自由
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